
 

 

 

『
争
う
こ
と
も
し
な
い
で
バ
ケ

ツ
の
中 

誇
ら
し
げ
に
し
ゃ
ん

と
胸
を
張
っ
て
い
る
・
・
そ
う

さ 

僕
ら
は
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
』
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
が
歌
っ
た
「
世
界
に

一
つ
だ
け
の
花
」
の
歌
詞
の
一
説
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
大
切
な
存
在
だ
と

語
り
か
け
る
こ
の
歌
は
、
多
く
の
人
の

心
に
響
き
今
も
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
雑
草
い
う
草
は
な
い
き
。
必
ず

名
が
あ
る
。
名
前
が
み
つ
か
っ
て
な
い

な
ら
、
わ
し
が
名
前
を
つ
け
る
き
。
草

花
に
値
打
ち
が
な
い
な
ん
ち
、
他
人
が

決
め
つ
け
る
な
。
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ

「
ら
ん
ま
ん
」
の
主
人
公
、
槙
野
万
太

郎
の
感
動
的
な
セ
リ
フ
で
す
。
東
京
に

上
京
し
長
屋
暮
ら
し
を
す
る
住
民
の
ひ

と
り
が
「
雑
草
な
ん
ぞ
、
生
き
て
い
て

も
し
ょ
う
が
な
い
。
」
と
言
っ
た
こ
と

に
怒
っ
て
言
い
返
し
た
言
葉
で
す
。

『
雑
草
と
言
う
草
は
な
い
』
こ
の
フ

レ
ー
ズ
が
ネ
ッ
ト
で
大
き
な
話
題
と
な

り
ま
し
た
。 

こ
の
ド
ラ
マ
は
、
「
日
本
の
植
物

学
の
父
」
と
称
さ
れ
て
い
る
、
高
知
県

出
身
の
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
博
士

（
１
８
６
２
ー
１
９
５
７
）
を
モ
デ
ル

と
し
た
ド
ラ
マ
。
９
４
年
の
生
涯
に
お

い
て
収
集
し
た
標
本
は
約
４
０
万
枚
と

い
わ
れ
、
蔵
書
は
約
４
万
５
千
冊
を
数

え
ま
す
。 

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
と
万

太
郎
の
名
言
に
共
通
す
る
の
は
、
花
と

植
物
の
一
輪
一
輪
、
一
本
一
本
を
大
切

に
す
る
や
さ
し
い
心
で
す
。
万
太
郎

は
、
植
物
に
命
を
吹
き
こ
み
、
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｐ
の
歌
は
、
多
く
の
人
を
励
ま
し
生
き

る
力
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

多
様
性
を
理
解
し
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
こ
と
が
世
界
の
大
き
な
流

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
川
崎
重
工
グ

ル
ー
プ
行
動
規
範
」
で
は
、
あ
ら
ゆ
る

人
に
等
し
く
尊
厳
と
敬
意
を
も
っ
て
接

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
規
範
に
恥
じ

な
い
会
社
に
な
っ

て
ほ
し
い
も
の
で

す
。 

 

困ったときはお気軽にご相談ください。 
職場の出来事や情報もお寄せください。 
 
E-mail：committee@jcp-kawajyu.jp 
ホームページ http：//www.jcp-kawajyu.jp/ 
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川崎重工委員会 

新
人
事
処
遇
制
度
で
成
長
出
来
る
の
か 

会
社
が
成
長
で
き
る
制
度
に 

全
労
連
は
、
若
者
の
生
計
費
は

２
２
～
２
５
万
円
、
時
給
１
，
５

０
０
円
は
絶
対
に
必
要
と
言
っ
て

い
ま
す
。
Ａ
１
と
Ｇ
１
の
職
能
給

基
本
額
は
１
８
１
，
７
７
０
円

で
、
こ
れ
に
習
熟
加
算
上
限
額

２
，
７
０
０
円
を
加
え
て
も
、
時

給
換
算
で
約
１
，
１
５
３
円
で
あ

り
、
と
て
も
人
間
ら
し
い
生
活
が

出
来
る
水
準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

会
社
が
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
働
く
人
た
ち
が
と
も
に
成
長

し
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
実
感

で
き
る
よ
う
な
、
人
事
制
度
に
す
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

２
０
２
３
年
度
一
時
金
は
、
各

カ
ン
パ
ニ
ー
の
決
定
方
式
が
変
わ

り
、
Ｋ
Ｍ
Ｃ
と
Ｋ
Ｈ
Ｉ
・
Ｋ
Ｒ
Ｍ
の

一
時
金
に
も
、
個
人
業
績
に
も
大
き

な
格
差
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
格

差
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。 

（
会
社
間
格
差
お
よ
び
個
人
業
績

格
差
は
下
表
の
と
お
り
で
す
） 

会
社
間
格
差
に
つ
い
て 

Ｋ
Ｍ
Ｃ
は
テ
ー
ブ
ル
方
式
で
は

な
く
、
労
使
協
議
方
式
で
年
間
一
時

金
２
０
４
万
円
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

一
方
、
Ｋ
Ｈ
Ｉ
・
Ｋ
Ｒ
Ｍ
は
従
来

の
テ
ー
ブ
ル
方
式
で
は
年
間
一
時
金

が
１
８
２
万
円
と
５
８
万
円
少
な

く
、
会
社
間
で
こ
れ
だ
け
の
格
差
が

生
ま
れ
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

今
回
は
３
社
の
統
一
要
求
ス
タ
イ

ル
を
崩
し
、
統
一
に
分
断
を
持
ち 

込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
分

断
は
、
要
求
す
る
力
を
弱
め
、
今
後

も
各
カ
ン
パ
ニ
ー
の
業
績
に
よ
り

一
時
金
に
格
差
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。 

 個
人
業
績
格
差
に
つ
い
て 

真
面
目
に
働
く
社
員
の
が
ん
ば

り
に
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん

な
に
格
差
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
過
剰
な
競
争
を

持
ち
込
む
の
は
、
職
場
を
分
断

し
、
働
く
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
社
の
成
長
に
と
っ
て
、
従
業
員

が
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、
こ

の
よ
う
な
格
差
は
な
く
す
べ
き
で

は
な
い
で
い
で
し
ょ
う
か
。 

年
収
の
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占

め
る
一
時
金
は
、
生
活
や
将
来
設

計
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
満
た
す
支
給
額
で
あ
る
べ

き
で
す
。 

 

 

一
時
金
に
大
き
な
格
差 

      

会
社
間
５
８
万
円  

個
人
業
績
１
１
４
万
円
も
‼ 

 
  

年
功
的
要
素
を
廃
止
し
、
能

力
・
役
割
・
成
果
を
よ
り
重
視
し

た
新
人
事
処
遇
制
度
が
導
入
さ
れ

て
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

職
場
か
ら
は
制
度
に
対
す
る
不

満
や
問
題
を
指
摘
す
る
声
が
数
多

く
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
会
社
が
成
長
で
き
る
制
度
な
の

で
し
ょ
う
か
。 

職
場
か
ら
の
声 

評
価
の
決
め
方
が
不
透
明
、
制

度
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

繋
が
ら
な
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
離

職
者
を
増
加
さ
せ
る
、
能
力
発
揮

の
水
準
を
選
択
す
る
基
準
が
提
示

さ
れ
て
い
な
い
、
適
正
な
処
遇
を

実
現
で
き
て
い
な
い
、
な
ど
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

労
働
組
合
が
昨
年
実
施
し
た

「
人
事
処
遇
制
度
」
の
理
解
度
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
一
部
し
か
解

か
ら
な
い
２
６
．
３
％
、
全
く
解

か
ら
な
い
３
１
．
１
％
と
半
数
以

上
が
内
容
を
十
分
理
解
し
て
い
な

い
と
い
う
結
果
で
し
た
。 

 

羊蹄山（北海道） 

           ー表ー 
≪KHI.KRM.KMCの年間一時金の格差≫ 
   （会社）   （支給額）   （月数）＋（加算額） 
   KHI.KRM    1,823,808円  5.67 
    KMC    2,407,514円  6.5      32万円 
   会社間格差   58.4万円 
 

≪個人業績評価格差≫ 職能級V3のケース 
  （会社）   （最低額） （最高額） （最大格差） 
  KHI.KRM       0円   888,959円   89万円 
    KMC   371,959円   1,513,491円   114万円 

 

 川重株主総会 ズレた回答 
 
6月28日(水)に開催された川重の第200期定時株主総会では、

事前の質問5件に加えて、来場した7名の株主の質問に対し、そ
れぞれ会社が回答しました。その中で2013年に起きた中国出向
エンジニア過労死事件に関する質問は3件ありました。 

過労死事件に関する質問と回答 

1件目は、昨年の株主総会で社長は「育英扶助年金」の支給
を昨年4月で打ち切っていたのに、その2か月後の株主総会で継
続していると報告したのは虚偽報告ではと質問。橋本社長は
「私が話した時点までは、育英資金は確実に支払っていた」と
支給を停止していたにもかかわらず、継続していたと不可解な
回答をしました。 

 
2件目は、産業医から健康状態に問題ありとの所見が出たの

に出張させたこと、結果を本人に知らせなかったことは、健康
保持義務違反、コンプライアンス違反ではないかとの質問に対
し、橋本社長は「亡くなられたことは事実だが、過労か事故か
は裁判の中で明らかにしていく」と、回答を避けました。 

 
3件目は、会社内で業務に関わる事故は会社に責任がある。

あの事故は会社には責任がないという立場なのかとの質問に、
橋本社長は「昨年の4月で打ち切って6月に最終的な年金を振り
込むまで、2013年から約10年間、ご家族に寄り添って対応し
てきた。裁判の中で事実関係を元に誠心誠意しっかり対応して
いく」と質問とはズレた回答をしました。 

 
川重は「ご質問に対する回答」を会社ホームページに公開し

ていますが、何故かこの3件の質問と回答はひとまとめにし、
わずか6行程度の報告として公表しました。他の回答はそれぞ
れ公表しており意図的にまとめたとしか思われません。このよ
うな行為は、世間一般の常識からもズレており、社会的信用を
なくすものではないでしょうか。 

 



 

 

２０２３年 夏季号 （２） は ぐ る ま   N O . ２ ５ ６ 
 

 
 

 
 

 
 

今
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
は
？ 

 

ま
た
四
半
期
の
振
り
返
り
の
時

期
で
す
。 

会
社
と
し
て
大
き
な
目
的
の
た

め
に
、
目
標
を
立
て
て
事
業
を

行
っ
て
行
く
の
は
重
要
な
事
で
す

が
、
無
理
繰
り
な
形
だ
け
の
シ
ス

テ
ム
に
な
り
つ
つ
あ
り
そ
う
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
の

コ
ン
サ
ル
の
理
想
を
押
し
つ
け
ら

れ
て
、
本
当
に
カ
ワ
サ
キ
が
目
指

す
所
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
心
配

で
す
。 

ト
ッ
プ
の
実
行
力
は
大
事
で
す

が
、
鶴
の
一
声
が
怖
く
て
、
誰
も

ホ
ン
ト
の
事
が
言
え
な
い
状
況
も

あ
る
の
で
は
？ 

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
来
た
み

た
い
に
、
我
々
の
会
社
生
活
も

も
っ
と
落
ち
着
い
て
欲
し
い
で
す

ね
。 

 
 

 

（
西
神
戸
の
星
） 

   紙
資
源
を
大
切
に 

 

職
場
で
毎
回
配
布
さ
れ
て
い
る

冊
子
や
プ
リ
ン
ト
、
読
ま
ず
に
捨
て

る
人
が
多
い
。
配
布
物
を
分
別
す
る

手
間
も
あ
っ
て
色
々
ム
ダ
だ
と
思

う
。
減
ら
せ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

（
汗
だ
く
リ
サ
イ
ク
ル
担
当
） 

       

実
感
な
い
賃
上
げ 

 
１
４
，
０
０
０
円
の
賃
上
げ
で

給
与
は
上
が
っ
た
は
ず
で
す
が
、

物
価
や
保
険
料
や
税
金
も
上
が
っ

た
せ
い
か
、
乾
い
た
地
面
に
水
が

吸
収
さ
れ
た
よ
う
で
、
少
し
も
上

が
っ
た
感
じ
が
し
ま
せ
ん
。
一
時

金
で
一
瞬
の
潤
い
は
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
是
非
賃
上
げ
の
継
続
を
お

願
い
し
ま
す
。 

（
明
石
・
頑
張
っ
て
る
社
員
） 

読者の広場 

 

＜E-mail＞committee@jcp-kawajyu.jp 

投
稿
さ
れ
る
方
へ 

本
文
は
２
４
０
字
以
内
。工
場
名
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
タ
イ
ト
ル
を
明
記
。

添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。二
重

投
稿
は
不
可
。投
稿
先
は
下
記
へ
。 

明
石
工
場
正
門
の
道
路 

 

段
差
が
あ
っ
た
り
、
信
号
の
前

で
変
に
曲
が
っ
て
い
る
の
で
危
な

い
と
思
う
。
早
く
整
備
し
て
ほ
し

い
。
会
社
の
顔
が
い
つ
ま
で
工
事

中
な
の
。 （

正
門
を
く
ぐ
る
苦
労
人
）   

困
っ
て
い
ま
す 

 

正
規
の
方
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

や
ボ
ー
ナ
ス
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
生
産
量
も
少
な
い
た
め
、

我
々
は
、
残
業
も
少
な
く
、
物
価

高
の
中
で
、
苦
し
い
状
況
で
す
。

私
た
ち
の
よ
う
な
立
場
で
は
、
組

合
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
辞
め
ざ

る
を
え
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
事
に
対
し
て
共
産
党
の
考

え
を
教
え
て
欲
し
い
で
す
。 

（
イ
チ
ハ
ケ
ン
）   

こ
ん
な
組
合
選
挙
あ
り
！
？ 

 

組
合
員
に
あ
ら
か
じ
め
投
票
用

紙
を
配
り
、
あ
そ
こ
の
投
票
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
と
。
立
会
人
も

お
ら
ず
、
投
票
し
た
ら
名
簿
に

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
よ
う
な
組
合
選
挙
。
脱
力
感

を
感
じ
る
な
ー
。 

（
組
合
に
イ
ン
ス
パ
イ
ヤ
―
し
た
い
） 

  ”
暑
い
職
場
” 

 

猛
暑
が
続
く
な
か
、
暑
い
職
場

で
働
く
人
た
ち
は
大
量
の
汗
を
か

き
、
水
分
と
塩
分
の
摂
取
を
必
要

と
し
ま
す
。
塩
分
補
給
の
塩
あ
め

の
消
費
が
す
さ
ま
じ
い
。
こ
れ
で

は
熱
中
症
よ
り
虫
歯
に
な
ら
な
い

か
心
配
。
こ
ま
め
な
休
憩
と
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
て
く
だ
さ

い
。 

   

（
汗
が
目
に
し
み
る
男
） 

 
   

新
し
い
制
服
に
つ
い
て 

 

新
し
い
制
服
の
冬
物
は
い
い
感

じ
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
夏
物
が

気
に
な
る
。
事
務
服
の
ベ
ス
ト
に

は
み
ん
な
不
満
を
持
っ
て
い
る
。 

工
場
で
は
、
い
っ
そ
制
服
を
統

一
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
制
服
は
原
則
会
社
支
給
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。 

（
快
適
な
制
服
を
着
こ
な
す
女
子
） 

  
     

納
涼
祭
復
活 

 

神
戸
工
場
で
は
コ
ロ
ナ
で
中
止

に
な
っ
て
い
た
納
涼
祭
が
今
年
は

実
施
さ
れ
ま
す
。
連
休
前
の
ひ
と

と
き
を
冷
え
た
ビ
ー
ル
で
の
ど
を

潤
す
こ
と
が
出
来
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
開
催
は
暑
す
ぎ
ま
す
。
熱
中

症
が
心
配
で
す
。 （

神
戸
・
酒
好
き
） 

 
       

【
各
工
場
の
納
涼
祭
】 

※
７
月
２
５
日
時
点 

 

明
石
：
本
社
部
門
と
そ
の
関
連
会
社

で
開
催
す
る
よ
う
で
す
。 

西
神
戸
：
今
年
も
開
催
さ
れ
な
い
よ

う
で
す
。
そ
び
え
立
つ
新
ビ
ル
建
設

は
順
調
の
様
で
す
。 

兵
庫
：
今
年
も
無
さ
そ
う
で
す
。 

労
組
の
選
挙
っ
て 

 

最
近
、
労
働
組
合
の
執
行
委

員
、
支
部
委
員
等
の
選
挙
が
有
り

ま
し
た
が
、
い
つ
も
思
う
の
は
、

衝
立
の
無
い
場
所
で
、
選
挙
管
理

委
員
が
た
く
さ
ん
居
て
、
書
き
辛

い
で
す
。
本
当
に
民
主
的
な
選
挙

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
か
疑
問

で
す
。
複
数
人
を
一
括
信
任
す
る

の
も
お
か
し
く
な
い
で
す
か
？ 

形
だ
け
や
っ
て
る
選
挙
に
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
。 

（
蚊
取
り
線
香
） 

 

WinDEX2022 あきらめ社員減らず 

2022年度のWinDEX調査結果が発表されましたが、活躍社員は28％

→29％に微増、あきらめ社員は48％と変化はない結果でした。活躍社

員が増えないのはなぜでしょうか。また、前回からスコアが悪化した

ものもあり、問題があるのではないでしょうか。 

前年度から悪化した項目 

「私の職場は安全である」-2ポイント、「当社は社員を大切にし、

配慮している」-2ポイント、「当社は、私が必要とする福利厚生を提

供している」-2ポイントなど、「個人の尊重」「報酬・福利厚生」が

悪化。「私の職場には、十分な人員が確保されている」-3ポイント

で、前年度からの人員不足が依然として改善していません。 

2021年度の29歳以下の離職者数は162名で20年度から53名も増え

ています。また、パワハラ相談も20年度から8件増えています。スコ

アが悪化した部門においては人員不足や離職など職場環境に問題があ

ることが考えられます。社長は、WinDEX調査結果から「まだまだ社

員の切実な想いに十分応えられていません」と表明しましたが、な

ぜ、このような結果になっているのか、しっかりと分析する必要があ

るのではないでしょうか。 

 

岸田大軍拡 平和と暮しの破壊  

今年6月岸田政権は5年間で43兆円もの大軍拡の財源を捻出する「軍

拡財源法」を成立させました。これにより、日本は米国、中国に次ぐ世

界第3位の軍事大国となります。平和と暮しはどうなるのでしょうか。 

アメリカが始めた戦争に日本がまき込まれる 

岸田政権は、国民に何の説明もせず、日本国憲法も「専守防衛」も

かなぐりすて、中国を軍事包囲する米国の安全保障戦略「統合防空ミ

サイル防衛」（IAMD）に参加するため、軍事大国への大転換を行いま

した。長射程ミサイルなど敵基地攻撃能力の保有や、全国約300カ所の

自衛隊基地司令部の強靭化を進めています。 

米軍が仕掛けた戦争に、米軍指揮のもと米軍と自衛隊が一体となっ

て参戦したら、日本は報復のターゲットにされ国土が焦土と化す危険

があります。 

国民生活破壊の軍拡予算 

バイデン米大統領は岸田首相に３回会い、軍事費の大幅増額を求め

たことを明らかにしています。米国製武器の今年度の契約額は昨年度

の4倍の1.47兆円にのぼっています。これら米国の要求に応えた軍拡予

算を確保するために、暮しや復興支援、社会保障、中小企業に充てる

資金の流用など認められません。 

対話と協議による外交を  

「軍事対軍事の対立」では緊張はエスカレートするばかりです。世

論調査でも「中国との対話を進めるべき」が75％(6/26・日経)です。

日本共産党は3月、日中両国が「互いに脅威とならない」との過去の合

意を土台に、平和と友好の関係をつくるべきだと、日本政府と中国政

府に申し入れ、双方は肯定的に受け止めています。 

この合意をもとに積極的に平和をつくる外交をすすめるべきではな

いでしょうか。 


